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表１．本研究の各章各節の対象、方法及び内容 
  対象 人数 方法 調査の題材 
【第３章】      
第１節 調査１ ３、４、５歳児 89 名 実験法 空想上の出来事 
第２節 調査２ ３、４、５歳児 68 名 調査的面接法 空想的な将来の夢 
第３節 調査３ ４、６、８歳児 91 名 調査的面接法 空想上の存在 
 調査４ ４、６、８歳児の親 91 名 質問紙法 空想上の存在 
第４節 調査５ ３、４、５歳児 62 名 調査的面接法 サンタクロース 
 調査６ ３、４、５歳児 83 名 調査的面接法 サンタクロース 
    調査７ ４、５歳児 56 名 調査的面接法 サンタクロース 
      
【第４章】      
第１節 調査８ ４歳児 48 名 実験法 想像の現実性判断 
  ４歳児 16 名 実験法 想像の現実性判断 
第２節 調査９ ４歳児 48 名 実験法 想像の現実性判断 
      
【第５章】      
第１節 調査 10 ３、４、５歳児 96 名 実験法 手品の不思議 
 第２節 調査 11 ３、４、５歳児 92 名 実験法 怖いもの見たさ 
      
【第６章】      
第１節 調査 12 ２～６歳児の親 302 名 質問紙法 空想の友達 
 第２節 調査 13 ２～６歳児の親 91 名 質問紙法 空想の友達 





４、６、８歳児 91 名とその親 91 名を対象に、サンタクロースやテレビ・キャラクターな
ど４種類の社会・文化的に広く浸透した空想上の存在について、出会い経験の有無、本物
第２章 第３節 






調査の実施時期は、調査１が 2004 年６～７月、調査２が 2001 年 10 月及び 2002 年２月、
調査３、４が 1995 年６～７月、調査５が 2001 年 12 月、調査６が 2002 年 12 月、調査７が



















する。調査方法はともに実験法であり、調査時期は、調査 10 が 2004 年６～７月及び 12
月、調査 11 が 2012 年 11 月及び 2013 年 2 月であった。調査場所は、調査 10 が山口県、調
査 11 が岡山県であった。 
第６章では、子どもの日常生活における空想とその役割の解明を目的とする。第１節（調
第２章 第３節 
   - 72 - 
査 12）では、子どもの親 302 名を対象に、空想の友達、事物の擬人化、なりきり遊びの出
現状況と特徴などを尋ね、幼児期における空想の友達とその周辺現象の実態について検討
する。第２節（調査 13）では、子どもの親 91 名を対象に、空想の友達に対する親の態度
について検討するとともに、空想の友達を持つことと親の態度や支援との関連についても
検討する。第３節（調査 14）では、10～12 歳児 334 名を対象に、児童期における空想の友
達の出現状況と特徴、及び空想の友達を持つ子どもの個人的特徴について検討する。調査
方法はいずれも質問紙法であり、調査時期は、調査 12 が 2000 年 11 月及び 2001 年 10～11
月、調査 13 が 2010 年６月、調査 14 が 2011 年 11～12 月であった。調査場所は、調査 12
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4) Corriveau, K. H., Kim, A. L., Schwalen, C. E., & Harris, P. L. (2009). Abraham Lincoln and Harry Potter: 
Children's differentiation between historical and fantasy characters. Cognition, 113, 213–225. 
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山口市の幼稚園に在籍する３歳児 24 名（男児 13 名、女児 11 名、平均年齢：３歳７
か月、年齢範囲：３歳３か月から４歳２か月）、４歳児 31 名（男児 17 名、女児 14 名、
平均年齢：４歳７か月、年齢範囲：４歳３か月から５歳２か月）、５歳児 34 名（男児




絵本の中の出来事の絵 20 枚を材料とした。20 枚の絵は、表１に示すように、①擬人
的動物、②架空生物、③魔術的人物、④普通の人間、⑤普通の動物という５種類各４




                                                   
5) Samuels, A., & Taylor, M. (1994). Children’s ability to distinguish fantasy events from real -life events. British 
Journal of Developmental Psychology, 12, 417–427. 
6) Shtulman, A., & Carey, S. (2007). Improbable or impossible? How children reason about the possibility of 
extraordinary events. Child Development, 78, 1015–1032. 
7) 富田昌平・原充代「幼児における空想／現実の区別の認識」『幼年教育研究年報』, 第 28 巻 , 51–59 頁 , 
2006 年 . 
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なお、本調査を含め、次節以降の全ての調査及び実験の統計処理には、STATISTICA
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の結果、年齢の主効果が有意であった（F(2, 83)=13.18, p<.001）。下位検定（Tukey の
HSD 検定、以下同じ）を行った結果、３歳児（空想 M=2.41、現実 M=2.17）や４歳児























動物では「ブタ」の絵（χ2 (2) = 7.51, p<.05）、架空生物では「恐竜」と「妖精」の絵
（χ2 (2) = 6.88, p<.05；χ2 (2) = 6.21, p<.05）、魔術的人物では「船」「ベッド」「バス」
の絵（χ2 (2) = 6.81, p<.05；χ2 (2) = 5.35, p<.10；χ2 (2) = 8.48, p<.05）、普通の人間で
は「台所」「浜辺」「老人」の絵（χ2 (2) = 6.22, p<.05；χ2 (2) = 12.87, p<.01；χ2 (2) = 5.73, 
p<.10）、普通の動物では「ロバ」「スズメ」「アリ」の絵（χ2 (2) = 5.61, p<.10；χ2 (2) = 
第３章 第１節 
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台所  空想  50 26 21 
 現実  58 45 24  現実  50 74 79 
ゾウ  空想  63 61 82 着替え  空想  38 29 21 
 現実  38 39 18  現実  63 71 79 
ウサギ  空想  63 48 68 浜辺  空想  50 16 12 
 現実  38 52 32  現実  50 84 88 
クマ  空想  63 52 71 老人  空想  54 35 24 













アヒル  空想  33 45 38 
 現実  25 35 21  現実  67 55 62 
恐竜  空想  50 65 79 ロバ  空想  42 23 15 
 現実  50 35 18  現実  58 77 85 
ドラゴン  空想  63 61 82 スズメ  空想  50 19 24 
 現実  38 39 18  現実  50 81 76 
妖精  空想  46 55 76 アリ  空想  54 23 12 







人間  空想  67 65 85 注：数値は％を示す。  
 現実  33 35 15      
船  空想  58 71 88      
 現実  42 29 12      
ベッド  空想  67 71 91      
 現実  29 29 9      
バス  空想  50 65 85      
 現実  50 35 15      
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8) Samuels & Taylor・前掲論文 5）  
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9) Taylor & Howell・前掲論文 1）  
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1）第一生命保険相互会社「大人になったらなりたいもの：未就学児及び小学生」『教育アンケート調査年間
1994 年版』(949–955 頁) 東京：創育社, 1994 年. 
2）大井晴策「夢の出発点：幼児・母親・保育者を対象にした夢アンケート」『教育アンケート調査年間 1994
年版』(927–944 頁) 東京：創育社, 1994 年. 
3）渡部尚美「子どもの『夢中世界』のヒミツ」東京：雲母書房, 2002 年. 
4）森加代子「幼児にとっての『大人になる』という現実」『奈良女子大学人間文化研究科年報』, 第 10 巻, 31
–39 頁, 1994 年. 
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山口市と防府市の幼稚園に在籍する３歳児 23 名、４歳児 24 名、５歳児 29 名を対象とし
た。このうち３歳児３名と５歳児５名は、将来の夢を答えることができなかったため分析
から除外した。従って、最終的に３歳児 20 名（男児７名、女児 13 名、平均年齢：４歳２
か月）、４歳児 24 名（男児 15 名、女児９名、平均年齢：５歳１か月）、５歳児 24 名（男児









                                                     
5）富田昌平「幼児期における『将来の夢』と空想／現実の区別認識」『幼年教育研究年報』, 第 26 巻, 105–113
頁, 2004 年. 
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意差が示された（χ2 (2) = 9.30, p<.01）。残差分析（５%水準）の結果、３歳児、４歳児は
５歳児よりも空想的な夢を挙げることが多いことが分かった。また、男女差についても２
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表１．「将来の夢」の年齢別及び性別の各カテゴリーの人数と具体的内容 
























   現実的 3 救急士さん（1）、ラーメン屋さん（1）、ボクサー（1） 
  女児 
（n =9） 
  





５歳児 男児 空想的 3 ガオレンジャー（3） 






 女児 空想的 3 おジャ魔女どれみ（3） 
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表２．第１の夢と第２の夢との関連に関する各カテゴリーの人数 
   第２の夢 
  空想的な夢 現実的な夢 なし 
第１の夢 空想的な夢（n =34） 12（35） 3（ 9） 19（56） 


































空想的な夢 なれる なれない わからない
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  年 齢  夢の領域 
 ３歳児 ４歳児 ５歳児  空想的 現実的 
 n =20 n =24 n =24  n =34 n =34 
外見・性格 4（20）  6（25） 5（21）  13（38）  2（ 6） 
知識・技能 2（10）  2（ 8） 9（38）   3（ 9） 10（29） 
その他 9（45）  6（25） 4（17）   9（26） 10（29） 
わからない 5（25） 10（42） 6（25）   9（26） 12（35） 
注：（ ）内の数値は%を示す。 
第３章 第２節 
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年齢差に関して３（年齢）×４（回答カテゴリー）のχ2検定を行ったところ、有意傾向
が示された（χ2 (6) = 11.36, p<.10）。残差分析の結果、５歳児は３、４歳児よりも「知識・
技能」が多いことが分かった（p<.01）。また、夢の領域の違いに関して２（夢の領域）×













  年 齢   夢の領域 
 ３歳児 ４歳児 ５歳児  空想的 現実的 
 n =20 n =24 n =24  n =34 n =34 
成長 5（25）  6（25）  2（ 8）   6（18）  7（21） 
行為 6（30）  3（13）  4（17）  11（32）  2（ 6） 
努力 2（10）  0（ 0）  5（21）   2（ 6）  5（15） 
無回答 7（35） 15（63） 13（54）   15（44） 20（59） 
注：（ ）内の数値は%を示す。 
 
年齢差に関してχ2検定を行ったところ、有意傾向が示された（χ2 (6) = 10.84, p<.10）。
残差分析（５%水準）の結果、5 歳児では「努力」を挙げる者が多く、「成長」を挙げる者
が少ないことが分かった。また、夢の領域の違いに関して２（夢の領域）×４（回答カテ
ゴリー）のχ2検定を行ったところ、有意差が示された（χ2 (3) = 8.30, p<.05）。残差分析（５%
水準）の結果、「行為」は現実的な夢よりも空想的な夢において多いことが分かった。この
第３章 第２節 
















  年 齢   夢の領域 
 ３歳児 ４歳児 ５歳児  空想的 現実的 
 n =20 n =24 n =24  n =34 n =34 
無条件でなれる 13（65）  4（17） 8（33）  10（29） 15（44） 
条件付きでなれる－親密  3（15） 10（42） 3（13）  12（35）  4（12） 
条件付きでなれる－非親密  0（ 0）  0（ 0） 8（33）   0（ 0）  8（24） 
なれない  2（10）  5（21） 3（13）   8（24）  2（ 6） 
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たのに対して、５歳児では「非親密」を挙げる者が多く見られた。夢の領域による違いに























































                                                     
6) 森・前掲論文 4） 
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8) Phelps, K. E., & Woolley, J. D. (1994). The form and function of young children’s magical beliefs. Developmental 
Psychology, 30, 385–394. 
9) Woolley, J. D., Phelps, K. E., Davis, D. L., & Mandell, D. J. (1999). Where theories of mind meet magic: The 
development of children's beliefs about wishing. Child Development, 70, 571–587. 
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Prentice, Manosevitz, & Hubbs（1978）の研究では、サンタクロースの実在を信じる子ど
もの割合は、４歳児の 85%から８歳児の 25%へと大きく減少することが示されている
し 1)、同様に Blair, McKee, & Jernigan（1980）の研究でも、４歳児の 93%から８歳児の










                                                          
1) Prentice, N. M., Manosevitz, M., & Hubbs, L. (1978). Imaginary figures of early childhood : Santa Claus, 
Easter Bunny and the Tooth Fairy. American Journal of Orthopsychiatry , 48, 618–628. 
2) Blair, J. R., McKee, J. S., & Jernigan, L. F. (1980). Children’s belief in Santa Claus, Easter Bunny, and Tooth 
Fairy. Psychological Reports, 46, 691–694. 
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3) 富田昌平「実在か非実在か：空想の存在に対する幼児・児童の認識」『発達心理学研究』 , 第 13 巻 , 
122–135 頁 , 2002 年 . 
4) 富田昌平「子どもとファンタジーの世界：空想の存在に対する認識」『児童心理』 , 第 58 巻第 4 号 , 
113–119 頁 , 2004 年 . 
5) 杉村智子・原野明子・吉本史・北川宇子「日常的な想像物に対する幼児の認識：サンタクロースは本
当にいるのか？」『発達心理学研究』 , 第 5 巻第 2 号 , 145–153 頁 , 1994 年．  
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上越市の幼稚園及び小学校に在籍する４歳児 30 名（男児 16 名、女児 14 名、平均年
齢：４歳７か月）、６歳児（１年生）32 名（男児 12 名、女児 20 名、平均年齢：６歳































































類した。一致率は 91%であり、不一致の回答は協議の末、決定した。  
 
表１．各カテゴリーの年齢別及び対象物別の人数  
 サンタクロース   おばけ   オーレンジャー  セーラームーン  
年齢  ４ 歳 ６ 歳 ８ 歳  ４ 歳 ６ 歳 ８ 歳  ４ 歳 ６ 歳 ８ 歳  ４ 歳 ６ 歳 ８ 歳 
n 30 32 29  30 32 29  30 32 29  30 32 29 
本物－実在型  11 4 0  8 4 1  10 2 0  8 1 1 
偽物－実在型  2 7 1  3 1 0  2 0 0  0 3 0 
偽物－非実在型  0 0 1  0 0 0  1 2 0  0 0 0 
未経験－実在型  16 19 16  17 23 16  14 20 12  17 17 8 








た。その結果、全ての存在において有意差が確認された（サンタクロース  χ2 (4) = 19.38, 
p < .001; お化け χ2 (4) = 11.26, p < .05; オーレンジャー  χ2 (4) = 20.59, p < .001; セー
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型）、②実在性否定（偽物－非実在型、未経験－非実在型）の２つに分類し直した。  
次に、存在ごとに３（年齢）×２（実在性肯定／実在性否定）のχ2 検定を行った。
その結果、全ての存在において有意差が確認された（サンタクロース  χ2 (2) = 19.25,  
p < .001; お化け χ2 (2) = 12.84, p < .01; オーレンジャー  χ2 (2) = 13.63, p < .01; セー
















なくとも３つ以上で同じ回答をした子どもの人数は、４歳児 18 名（60%）、６歳児 21
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表２．カテゴリー別の各回答パターンの人数  
  ４歳児  ６歳児  ８歳児  
カテゴリー  該当する対象物  n =30 n =32 n =29 
本物－実在型  ４つ全て  2 1 0 
 少なくとも３つ  4 0 0 
 少なくとも２つ  4 2 0 
 少なくとも１つ  9 3 2 
 全くなし  11 26 27 
偽物－実在型  ４つ全て  0 0 0 
 少なくとも３つ  0 0 0 
 少なくとも２つ  1 2 0 
 少なくとも１つ  4 7 1 
 全くなし  25 23 28 
偽物－非実在型  ４つ全て  0 0 0 
 少なくとも３つ  0 0 0 
 少なくとも２つ  0 0 1 
 少なくとも１つ  1 2 0 
 全くなし  29 30 28 
未経験－実在型  ４つ全て  4 8 3 
 少なくとも３つ  8 9 4 
 少なくとも２つ  9 8 10 
 少なくとも１つ  6 5 8 
 全くなし  3 2 4 
未経験－非実在型  ４つ全て  0 0 3 
 少なくとも３つ  0 3 7 
 少なくとも２つ  3 5 10 
 少なくとも１つ  4 5 6 
















分類  分類基準と具体例  ４歳児  ６歳児  ８歳児  
n  30 32 29 
回答者数   22 14 3 
本物      
①見かけ  扮装物の見かけに言及した場合。  
（例：「格好がテレビで見るのと一緒だった」）  
11（37）  2（  6）  0（  0） 
②感情  出会ったときの自分の感情について言及した場合。  
（例：「怖かったから」「おもしろかったから」）  
 4（13）  2（  6）  0（  0） 
③証言  親や身近な大人が本物であると言ったことについて言及した
場合。（例：「ママがそう言ってた」「本物だって言ってた」）  
 4（13）  1（  3）  0（  0） 
④空想  現実には到底あり得ないような体験について言及した場合。
（例：「ほうたい男で、中が空っぽだった」「空を飛んだから」） 
 1（  3）  1（  3）  0（  0） 
⑤その他  上記４つのいずれにも分類不可能な場合。  
（例：「ちゃんと動いていた」「プレゼントをくれた」）  
 9（30）  1（  3）  2（  7） 
⑥無回答  理由を説明できなかった場合。   5（17）  0（  0）  0（  0） 
偽物      
①見かけ  扮装物の見かけに言及した場合。  
（例：「ぬいぐるみを着てたから」「作り物だった」）  
 4（13）  9（28）  0（  0） 
②実在性  空想上の存在が実在しないことについて言及した場合。  
（例：「本当はいないから」「どこにもいない」）  
 1（  3）  1（  3）  1（  3） 























分類  分類基準と具体例  ４歳児  ６歳児  ８歳児  
n  30 32 29 
回答者数   28 31 29 































 2（  7）  3（  9）  0（  0） 
⑦その他  上記６つのいずれにも分類不可能な場合。（例：「家に煙突
がないから会えない」「怖いから会いたくない」）  
 6（20） 13（41）  6（21） 
⑧無回答  理由を説明できなかった場合。  14（47） 17（53）  4（14） 
非実在      
①実在性  空想上の存在が実在しないことについて言及した場合。  
（例：「本当はいないから」「テレビだから」「作り話だから」） 
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２．方法 
（１）被調査者 
面接調査に参加した上越市の幼稚園及び小学校に在籍する４歳児 30 名、６歳児 32


























したことがある」と報告した；４歳児の親 30 名中 24 名、６歳児の親 32 名中 26 名、
第３章 第３節 
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 サンタクロース   オーレンジャー   セーラームーン  
 ４歳  ６歳  ８歳   ４歳  ６歳  ８歳   ４歳  ６歳  ８歳  
n 30 32 29  30 32 29  30 32 29 
回答なし  1 2 0  2 2 1  1 2 1 
経験一致  6 8 1  7 3 0  3 2 0 
親経験・子ども未経験  7 18 25  6 11 8  7 16 11 
親未経験・子ども経験  6 1 0  4 1 1  4 1 0 
未経験一致  10 3 3  11 15 19  15 11 17 
 
表５に示すように、親による経験報告の人数は４、６、８歳児でそれぞれ 13、26、
26 名と増加し、オーレンジャーとセーラームーンも４歳児で 13 名と 10 名、６歳児で






サンタクロース（χ2 (6) = 30.26, p<.01）、オーレンジャー（χ2 (6) = 14.20, p<.05）、セ





























 サンタクロース   おばけ   オーレンジャー   セーラームーン  
 ４歳  ６歳  ８歳   ４歳  ６歳  ８歳   ４歳  ６歳  ８歳   ４歳  ６歳  ８歳  
n 30 32 29  30 32 29  30 32 29  30 32 29 
回答なし  2 2 0  1 0 0  3 3 3  2 4 5 
実在一致  23 16 7  24 25 13  6 3 0  11 3 0 
親実在・子ども非実在  1 1 5  1 1 10  1 0 0  1 1 0 
親非実在・子ども実在  4 12 10  3 3 4  18 19 10  13 16 9 
非実在一致  0 0 7  1 3 2  2 7 16  3 8 15 
 
表６に示すように、親による実在予測の人数は、サンタクロースとお化けでは４歳
児で 24 名と 25 名、６歳児で 17 名と 26 名、８歳児で 12 名と 23 名と比較的多いのに
第３章 第３節 





果、サンタクロース（χ2 (6) = 30.92, p<.01）、お化け（χ2 (6) = 12.09, p<.01）、オーレ
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６歳児 94%、８歳児 59%と減少したが、この結果は Prentice ら（1978）の 85%、65%、
25%や 9)、Blair ら（1980）の 93%、64%、22%という結果 10)と概ね一致する。本節では、
「非実在」の分類は、明確にその存在の実在性を否定したり、あるいはその存在を馬
鹿にすることで暗に実在性の否定をほのめかしたりした場合に限定していたため、潜
                                                          
6) 杉村・原野・吉本・北川・前掲論文 5) 
7) 杉村智子「文化的な想像物に対する幼児の認識：サンタクロースは本物か偽物か？」『日本心理学会
第 60 回大会発表論文集』，268 頁．  
8) 麻生武『ファンタジーと現実』東京：金子書房 , 1996 年 . 
9) Prentice, Manosevitz, & Hubbs・前掲論文 1) 
10) Blair, McKee, & Jernigan・前掲論文 2) 
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11) 麻生・前掲書 8) 
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2) 富田昌平「幼児におけるサンタクロースのリアリティに対する認識」『発達心理学研究』, 第 20 巻, 177–188
頁, 2009 年. 
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２．方法 
（１）対象児 
防府市の保育園に在籍する３歳児 20 名（男児８名、女児 12 名、平均年齢：４歳１か月、
年齢範囲：３歳９か月～４歳８か月）、４歳児 20 名（男児 10 名、女児 10 名、平均年齢：
５歳１か月、年齢範囲：４歳９か月～５歳８か月）、５歳児 22 名（男児 12 名、女児 10 名、
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２．方法 
（１）対象児 
山口市の保育園に在籍する３歳児 28 名（男児 15 名、女児 13 名、平均年齢：４歳０か月、
年齢範囲：３歳８か月～４歳７か月）、４歳児 25 名（男児 18 名、女児７名、平均年齢：５
歳０か月、年齢範囲：４歳８か月～５歳７か月）、５歳児 30 名（男児 18 名、女児 12 名、
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（３）会話の内容 
サンタクロースとの会話経験の有無（質問４）に関しては、先述の図２に示す通りであ




















が 23 名中の各４名（各 17%）と最も多く、次いで「時間の共有」と「相応しい状況」が
各２名（各９%）であった。「その他」が３名（13%）、「無回答」が８名（35%）であった。
また、会えない理由では「時間の共有」が 14 名中の３名（21%）、「無回答」が 11 名（79%）




















たところ、有意差が見られた（χ2 (2) = 7.30, p<.05）。残差分析（５%水準）の結果、３歳
児では他の年齢と比べて「直接－サンタ」群が多く、５歳児では少ないことが分かった。
この結果は、１つ目の調査における「直接－本物」回答の出現頻度とほぼ同様であった（３

























直接－サンタ 直接－家族 間接－サンタ 受取方法不明 未経験
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山口市の保育園に在籍する４歳児 23 名（男児８名、女児 15 名、平均年齢：５歳１か月、
年齢範囲：４歳９か月から５歳８か月）、５歳児 33 名（男児 16 名、女児 17 名、平均年齢：
































「経験あり」と「経験なし」とに分類した。その結果、「経験あり」は４歳児 23 名中 12
名（52%）、５歳児 33 名中 14 名（42%）であった。この割合は、２つ目の調査におけるサ
ンタクロースの目撃経験の結果（４歳児 44%、５歳児 30%）とほぼ同様であった。 

















×２（本物／偽物）のχ2検定を行った結果、「デパート」で有意傾向（χ2 (1) = 2.93, p<.10）、
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（３）判断の根拠 
判断の根拠に関して、56 名の子どもにおける言及の機会は 336 回であり、そのうち無回
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表１．サンタクロースの実在世界ごとの本物／偽物判断の根拠の出現頻度 
  ４歳児 
判断 根拠 ﾃﾞﾊﾟｰﾄ 保育園 玄関 寝室 空の上 ｻﾝﾀの国 
本物 
 
外見の類似 26 35 52 9 26 22 
本物らしさ 4 4 4 4 0 4 
状況・時間の一致 0 9 4 17 17 0 
経験との一致 4 4 4 4 4 4 
証言・記憶 0 0 0 0 0 4 
その他 4 0 0 0 4 13 
無回答 22 17 13 13 13 9 
偽物 
 
外見の非類似 13 13 4 13 17 9 
本物らしさの欠如 9 0 0 9 0 0 
状況・時間の不一致 9 9 9 0 0 0 
経験との不一致 0 0 0 4 0 0 
行動の善悪 0 0 0 0 4 9 
その他 0 0 0 4 0 0 
無回答 9 9 9 22 4 17 
わからない 0 0 0 0 9 9 
   
  ５歳児 
判断 根拠 ﾃﾞﾊﾟｰﾄ 保育園 玄関 寝室 空の上 ｻﾝﾀの国 
本物 
 
外見の類似 9 12 15 6 0 12 
本物らしさ 3 3 0 0 0 0 
状況・時間の一致 0 15 6 30 30 18 
経験との一致 0 0 0 0 0 0 
証言・記憶 0 0 0 0 0 0 
その他 9 3 9 6 3 3 
無回答 15 3 30 12 24 27 
偽物 
 
外見の非類似 3 0 3 3 6 3 
本物らしさの欠如 6 12 3 3 0 0 
状況・時間の不一致 21 3 9 3 9 3 
経験との不一致 0 9 0 3 0 3 
行動の善悪 0 0 0 0 0 3 
その他 3 6 3 6 0 6 
無回答 27 30 21 27 24 18 
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報収集、議論、会話などを求めるようになるという 5)。また、Harris, Pasquini, Duke, Asscher, 
& Pons（2006）は、子どもは直接経験できない存在の実在性について確信を得るために、
その存在を取り囲む談話構造により注意を向け、それを判断に利用するようになることを
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先行研究において、Wellman & Estes（1986）、Estes, Wellman & Woolley（1989）
は、子どもは３、４歳頃までに想像した事柄と現実の事柄とを区別できるようになる
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感情を喚起させる出来事を提示された時の方が、そうでない出来事を提示された時よ
りも、子どもによる空想と現実との区別の判断に混乱が生じ易かったことを報告して














８か月から５歳７か月）をそれぞれ統制群 16 名（男児 10 名、女児６名）、扮装群 17
名（男児 14 名、女児３名）、例話群 16 名（男児 10 名、女児６名）に無作為に割り当
てた。このうち、扮装群の１名（男児）はテープレコーダーの記録に不備があったた




全体が黒で覆われた、縦 20cm、横 40cm、高さ 25cm の箱を使用した。箱は、実験者と
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対象児が対面する机から約１m 離れた所に、約 30cm の間隔で並べて設置した。それぞ


























































































































怪物  実在   3（19）   4（25）   5（31）  
 非実在  13（81）  12（75）  11（69）  
魔女  本物  ― ―  4（25）  
 偽物  ― ― 12（75）  




























事前  いる   4（25）   2（13）   5（31）  
 空っぽ  12（75）  14（88）  11（69）  
事後  いる   5（31）   3（19）   5（31）  
 空っぽ  11（69）  13（81）  11（69）  
揺らぎ／確信  揺らぎ   5（31）   3（19）   6（38）  
 確信  11（69）  13（81）  10（63）  






























































大胆型  大胆に開ける  2（13）  4（25）  2（13）  
慎重型  慎重に開ける  0（  0）  3（19）  2（13）  
 慎重に触る  2（13）  0（  0）  1（  6）  
 遠巻きに見る  0（  0）  0（  0）  2（13）  
 実験者を探す  2（13）  0（  0）  0（  0）  
非行動型  じっとしている  10（63）  9（56）  9（56）  



















独立で行い、一致率は 92％であった。表４は各カテゴリーの人数を示したものである。  
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肯定的感情  実験状況  2（13）  2（13）  6（38）  
 実在感  2（13）  6（38）  2（13）  
 その他  0（  0）  1（  6）  0（  0）  
 理由なし  4（25）  3（19）  3（19）  
否定的感情  実験状況  1（  6）  0（  0）  1（  6）  
 実在感  2（13）  1（  6）  2（13）  
 その他  1（  6）  1（  6）  0（  0）  
 理由なし  1（  6）  1（  6）  0（  0）  
曖昧   3（19）  1（  6）  2（13）  
























その結果、有意差が見られ（イェーツの修正後、χ2 (1, N = 48) = 7.61, p < .01）、両者
の関連の強さについて検討するためにファイ係数を算出したところ、中程度の連関が























た（指を入れる行動との関連  χ 2 (1)=0.16, n.s.；実験者不在時の行動との関連  χ 2 
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は１名、「実験者を探す」は０名、「じっとしている」は７名であった。怪物は実在し





 指を入れる行動   実験者不在時の行動   感情喚起  
同意  拒否   行動あり  行動なし   肯定  否定・曖昧  
実在 （n＝13）   9（69）   4（31）    6（46）   7（54）    6（46）   7（54）  
非実在（n＝35）  28（80）   7（20）   14（40）  21（60）   25（71）  10（29）  












































































































































































東広島市の幼稚園に在籍する４歳児 16 名（男児 11 名、女児５名、平均年齢：５歳
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を多く示した。なぜ扮装群の子どもは、箱に指を入れることを嫌がったのであろうか。



















揺らぎと魔術的説明との間に有意な関連を見出した Johnson & Harris（1994）の結果 21)
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Terwogt, Shene, & Harris（1986）は、６歳児でさえも、悲しいお話を聞いたとき、それ
は本当に起きたことではないと考えることによって否定的感情を抑制できることを示
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枚の計 12 枚を使用した。絵の選出には、先ず、絵本 50 冊の中から空想上の出来事と思わ
れる絵 12 枚と現実の出来事と思われる絵 12 枚を抽出し、次に、それを基に絵の現実性と




                                                     
10) Woolley, J. D. (1997). Thinking about fantasy: Are children fundamentally different thinkers and believers from 
adults? Child Development, 68, 991–1011. 
11) 富田昌平「幼児における想像の現実性判断と空想／現実の区別認識との関連」『発達心理学研究』, 第 15
巻第 2 号, 230–240 頁, 2004 年. 
第４章 第２節 
 - 151 - 
た。また、空想／現実の判断を求めるために、「○」が描かれたカードと「×」が描かれた
カードをそれぞれ用意した。実験に使用した 12 枚の絵の内容は表１に示す通りである。 
空箱課題では、上部に 1.5cm ほどの小さな穴が開き、背面に扉の付いた、全体が黒で覆
われた、縦 20cm、横 40cm、高さ 25cm の２つの箱を使用した。箱は、実験者と対象児が
対面する机から約１m 離れた所に、約 30cm の間隔で並べて設置した。それぞれの脇には


























最後に本課題として 12 枚の絵を無作為な順序で提示した。 
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女児４名、空想 M=4.8、現実 M=4.7）、混同型８名（男児３名、女児５名、空想 M=2.4、現
実 M=2.4）、否定型 12 名（男児５名、女児７名、空想 M=4.9、現実 M=1.8）、肯定型 19 名
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表２．想像直後の行動に関する類型別の人数 
 統合型（n=9） 混同型（n=8） 否定型（n=12） 肯定型（n=19） 
行動あり 0 (  0) 0 (  0) 6 (50)  2 (11) 












ころ、有意差が確認された（χ2 (1) = 6.06, p<.05）。 
 
表３．実験者不在中の行動に関する類型別の人数 
 統合型（n=9） 混同型（n=8） 否定型（n=12） 肯定型（n=19） 
行動あり 1 (11) 0 (0) 6 (50) 3 (16) 
別の行動 3 (33) 4 (50) 4 (34) 7 (37) 




















れた（χ2 (1) = 7.53, p<.01）。 
 
表４．信念質問に対する回答の類型別の人数 
 統合型（n=9） 混同型（n=8） 否定型（n=12） 肯定型（n=19） 
揺らぎ 2 (22) 2 (25) 3 (25) 13 (68) 

































































説明質問 A は「揺らぎ」回答者に対するものであり、説明質問 B は「確信」回答者に対








  統合型（n=9） 混同型（n=8） 否定型（n=12） 肯定型（n=19） 
説明質問 A 侵入  1 (11)   2 (17)  5 (26) 
 トリック  1 (11)  1 (12)   
 魔法     1 ( 5) 
 その他     2 (11) 
 無回答   1 (12)  1 ( 8)  5 (26) 
 合 計  2 (22)  2 (25)  3 (25) 13 (68) 
説明質問 B 経験  3 (33)  5 (63)  6 (50)  4 (21) 
 想像  2 (22)    
 その他   1 (12)  1 ( 8)  
 無回答  2 (22)   2 (17)  2 (11) 




































































と解釈できる。しかし、本節では Johnson & Harris の結果とは異なり、これらの子どもの
多くはその後の質問において「もしかしたら…」という揺らぎ回答を示さず、「空っぽだと
思っていた」という確信的な回答を行った。このことから、本節の否定型の子どもに見ら
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魅力的である 4)といった感情充足的な理由も十分に考えられる。  
そこで本節では、子どもが現実原理に反するような出来事に遭遇したとき、そこに
不思議を感じとり、それを楽しみ、探究するといった一連の心の動き（以下では、不
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5) Samuels, A., & Taylor, M. (1994). Children’s ability to distinguish fantasy events from real -life events. British 
Journal of Developmental Psychology, 12, 417–427. 
6) Taylor, B., & Howell, R. J. (1973). The ability of three-, four- and five-year-old children to distinguish fantasy 
from reality. Journal of Genetic Psychology, 122, 315–318. 
第５章 第１節 
 - 166 - 
有意な相関が見られたならば、不思議を楽しむ心理の発達には、空想と現実との区別






山口市の幼稚園に在籍する３歳児 29 名（男児 16 名、女児 13 名、平均年齢：４歳０
か月、年齢範囲：３歳８か月から４歳７か月）、４歳児 34 名（男児 19 名、女児 15 名、
平均年齢：５歳０か月、年齢範囲：４歳８か月から５歳７か月）、５歳児 33 名（男児
16 名、女児 17 名、平均年齢：６歳０か月、年齢範囲：５歳８か月から６歳７か月）の
計 96 名を対象とした。なお、空想／現実の区別課題では一部で実験参加への承諾が得
られなかったため、対象児は３歳児 23 名（男児 13 名、女児 10 名）、４歳児 30 名（男















                                                   
7) 富田昌平「幼児期における不思議を楽しむ心の発達：手品に対する反応の分析から」『発達心理学研
究』 , 第 20 巻第 1 号 , 86–95 頁 , 2009 年 . 
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名称  時点  手品の内容  
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表２．手品課題における年齢別及び時点別の各表情反応の人数 
  魔法のロープ  消えるグラス  魔法の鉛筆  
 時点  １  ２  ３  １  ２  ３  １  ２  ３  
３歳児  変化なし  23 19 14 22 18 15 18 16 20 
（n=29）  小さい喜び  6 8 10 7 9 11 11 13 6 
 大きい喜び  0 2 5 0 2 3 0 0 3 
４歳児  変化なし  20 10 6 10 7 9 10 6 2 
（n=34）  小さい喜び  14 20 24 24 24 22 18 25 21 
 大きい喜び  0 4 4 0 3 3 6 3 11 
５歳児  変化なし  5 7 6 9 5 3 4 2 0 
（n=33）  小さい喜び  28 8 1 24 11 5 13 14 7 
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 ０回  １～３回  ４～６回  ７～９回  
３歳児（n=29）  29（100）   0（  0）  0（  0）  0（  0）  
４歳児（n=34）  13（  38）  14（41）  6（18）  1（  3）  
５歳児（n=33）  14（  42）   7（21）  8（24）  4（12）  


































 魔法  トリック  わからない  
３歳児（n=29）  17（59）   9（31）  3（10）  
４歳児（n=34）  17（50）  16（47）  1（  3）  
５歳児（n=33）  13（39）  19（58）  1（  3）  
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空想／現実の区別課題の正答得点が 15 点から 20 点の範囲であった者を認識上位群



























































                                                   
8) Harris, P. L. (2000a). The work of the imagination. Malden, MA: Blackwell.  
9) Rosengren, Johnson, & Harris・前掲書 1) 
10) Subbotsky・前掲書 2) 
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4) Bloom, P. (2010). How pleasure works: The new science of why we like what we like . London: Vintage Books. 
小松淳子(訳)『喜びはどれほど深い？』東京：インターシフト , 2012 年．  
4) Bloom・前掲書 4) 
第５章 第２節 


























区別課題を実施し、怖いもの見たさの心理との関連性についても検討する 9)。  
 
 
                                                   
9) 富田昌平・野山佳那美「幼児期における怖いもの見たさの心理の発達：怖いカード選択課題による検
討」『発達心理学研究』 , 第 25 巻第 3 号 , 291–301 頁 , 2014 年 . 
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岡山市の２つの保育園に在籍する３歳児 20 名（男児 13 名、女児７名、平均年齢４
歳０か月、年齢範囲３歳７か月～４歳６か月）、４歳児 33 名（男児 16 名、女児 17 名、
平均年齢５歳０か月、年齢範囲４歳７か月～５歳６か月）、５歳児 39 名（男児 19 名、
女児 20 名、平均年齢６歳０か月、年齢範囲５歳７か月～６歳６か月）、計 92 名（男児
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かを確認するために、幼稚園の３歳児９名、４歳児 12 名、５歳児 15 名、そして大学










動物  お化け  
怖い  怖くない  怖い  怖くない  
３歳児  9 0.68（0.11）  0.11（0.04）  0.88（0.13）  0.63（0.12）  
４歳児  12 0.76（0.09）  0.05（0.03）  0.83（0.11）  0.72（0.10）  
５歳児  15 0.70（0.08）  0.01（0.03）  0.69（0.10）  0.42（0.09）  




なかったが（F(3, 47)=.66, n.s.; F(3, 47)=.40, n.s.）、属性の主効果に有意差が見られた（F(1, 
47)=192.58, p<.001）。下位検定（Tukey の HSD 検定，以下同じ）を行った結果、怖いカ
ードは怖くないカードと比較してより「怖い」と評価されていることが示された
（p<.001）。お化けカードでは年齢の主効果は有意でなかったが（F(3, 47)=2.04, n.s.）、
































本課題は Flavell, Flavell, & Green（1983）に準じて 10)、本物に見かけをよく似せた玩
具３つ（スポンジ製の岩、スポンジ製のパン、ゴム製の鉛筆）を使用して次のように
                                                   
10) Flavell, J. H., Flavell, E. R., & Green, F. L. (1983). Development of the appearance-reality distinction. 
Cognitive Psychology, 15, 95–120. 
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12) Wellman, H. M., & Estes, D. (1986). Early understanding of mental entities: A reexamination of childhood 
realism. Child Development, 57, 910–923. 
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交互作用は有意でなかったが（F(1, 86)=.74, n.s.; F(2, 86)=.02, n.s.）、年齢の主効果に有
意傾向が確認された（F(2,86)=2.83, p<.10）。下位検定を行った結果、５歳児（M=1.05）















  n 恐怖選択型  非恐怖選択型  交互選択型  不規則選択型  
３歳児  男児  13 1 3 1 8 
 女児  7 0 2 3 2 
４歳児  男児  16 5 4 1 6 
 女児  17 0 7 3 7 
５歳児  男児  19 5 3 1 10 
 女児  20 4 2 5 9 
 
出現度数の偏りについて検討するために、年齢差について３（年齢）×４（反応型）
のχ2 検定を行ったところ、有意差は見られなかった（χ 2 (6)= 6.99, n.s.）。しかし、男
女差について２（性別）×４（反応型）のχ2 検定を行ったところ、有意差が確認され
た（χ2 (3)= 9.072, p<.05）。残差分析を行った結果、恐怖反応型は女児よりも男児が多
第５章 第２節 














の順に多く、上位６つ全てを怖くないお化けが占めた。   
欲しくないカード選択では、２枚以上のカードを選択した者が６名確認されたため、
選択機会は 412 回であった。全体的に、欲しくないカード選択における怖いカードの













































































































































を行った結果、性別の主効果と交互作用は有意でなかったが（F(1, 86)=.12, n.s.; F(2, 
86)=.07, n.s.）、年齢の主効果で有意差が確認された（F(2, 86)=6.48, p<.01）。下位検定を
行った結果、５歳児（M=1.94）は３歳児（M=0.89）よりも有意に得点が高く（p<.001）、
４歳児（M=1.27）よりも有意に得点が高いことが示された（p<.05）。  







交互作用は有意でなかったが（F(1, 86)=.13, n.s.; F(2, 86)=.63, n.s.）、年齢の主効果で有
第５章 第２節 




























見かけ／本当区別得点（0-3 点）  2.92（0.23）  2.81（0.26）  3.05（0.26）  2.84（0.23）  





高いことが示された（p<.01; 非恐怖選択型 M=0.71; 交互選択型 M=1.21）。また、年齢
の効果を除外するため、年齢別に分散分析を行った結果、３歳児と４歳児では有意差
は見られなかったが（F(3, 16)=1.79, n.s.; F(3, 29)=.55, n.s.）、５歳児において有意傾向が
第５章 第２節 
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確認された（F(3, 35)=2.83, p<.10）。下位検定を行った結果、同様に恐怖選択型（M=2.22）
は不規則選択型（M=0.78）よりも有意に得点が高いことが示された（p<.05; 非恐怖選


























































                                                   
13) 田代・前掲書 3) 
14) 上原泉「幼児における『怖い』という言葉の理解：内面を表す言葉の理解とは？」『専修人文論集（専
修大学学会）』 ,第 71 巻 ,339–353 頁 , 2002 年．  
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た。その結果、302 名（男児 145 名、女児 157 名）分のデータが回収され、回収率は 6
5.5％であった。各年齢の内訳は、２歳児 11 名（男児５名、女児６名）、３歳児 54 名
（男児 27 名、女児 27 名）、４歳児 115 名（男児 49 名、女児 66 名）、５歳児 122 名
（男児 64 名、女児 58 名）であった。  
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  男児  女児  全体  
  n=145 n=157 n=302 
空想の友達  現在あり    2（  1）   14（  9）   16（  5）  
 過去あり    8（  6）    8（  5）   16（  5）  
 なし  135（93）  135（86）  271（90）  
事物の擬人化  現在あり   23（16）   61（39）   84（28）  
 過去あり   34（23）   47（30）   81（27）  
 なし   88（61）   49（31）  137（45）  
なりきり遊び  現在あり   71（49）   64（40）  135（45）  
 過去あり   47（32）   59（38）  106（35）  
 なし   27（19）   34（22）   61（20）  






















 1 か月に 1 度  2 週間に 1 度  1 週間に 1 度  ほぼ毎日  無回答  
空想の友達（n=32）   4（13）   2（  6）  11（34）   13（41）  2（6）  
事物の擬人化（n=165）  19（12）  16（10）  52（32）   74（45）  4（2）  
なりきり遊び（n=241）  17（  7）  21（  9）  93（39）  104（43）  6（3）  
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表３．空想の友達の事例 
No. 性別 現在の年齢 概 要 












3 女児 4 歳 5 か月 ２人目の子どもが生まれて、１歳くらいのとき、夕食時に２、３回ほどでしたが、
自分のイスの隣に向かって、「○○ちゃん、一緒にご飯、食べようね」と話しかけ
ていました。名前は忘れましたが、女の子でした。その後は現れません。 




5 女児 4 歳 11 か月 ２年くらい前なので私もほとんど忘れてしまいましたが、名前は時々変わってい
たようです。（あるときはシッシーちゃん、あるときはゴゴちゃんなど）「すごー
く大きい！」と言っていました。やさしい、遊んでくれる怪獣だったようです。 
6 男児 5 歳 3 か月 幼稚園に入園する前に、「僕には幼稚園に、せきやくんとはきやくんという友達が
いるんだ」とよく言っていたので、そのときは話をあわせて、「じゃあ幼稚園に行
くの楽しみだね」などと言って、その子の存在を認めてあげていた。 
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表４．事物の擬人化の事例 
No. 性別 現在の年齢 概 要 
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表５．なりきり遊びの事例 
No. 性別 現在の年齢 概 要 




21 男児 4 歳 1 か月 仮面ライダー･クウガで、一人でキックをしたり、投げ飛ばされて転げて回ってい
ます。「クウガ頑張れ」とか、時々声をかけています。 














25 男児 5 歳 1 か月 電車ごっこが大好きな子だから、車掌さんになりきって、運転したり、生活の中
に車掌さんという身分で出張したりしている。家族、特に母親がそのとき子ども
を車掌さんと呼ぶことにしている。 
26 女児 5 歳 5 か月 魔法のスティックを持って、魔法をかけるまねをしたり、車に乗っていてトンネ
ルに入ると、必ず！、片手をかざして、トンネル内の電気を利用して変身のまね
をしていました。 
27 女児 5 歳 10 か月 まいちゃんという小学１年生の女の子。まいちゃんになりきって、お掃除したり、
お料理の手伝い、洗濯をしたりしています。家族は見守っています。 
28 女児 5 歳 10 か月 ｢おじゃ魔女ドレミ｣のドレミちゃん。ときどきほうきにまたがって、空を飛ぶ練
習をしている。家族は｢頑張ってね！｣と応援している。 
29 男児 5 歳 11 か月 仮面ライダー･クウガになったり、父親と戦っています。自分が必ず正義の味方な
ので、相手は悪者で、自分が勝つまでやりたがる。また、ゴジラにもなり、町を
壊したりするまねをします。 
30 女児 6 歳 2 か月 幼稚園の先生になったつもりで、人形に向かって声色を変えて話をしていること
がありました。どんなことを言っているのかそうっと聞いてみた。見ると照れて
しまうので･･･。 






























  憧れ型  仲間型  世話型  分類不能  無回答  
空想の友達  男児（n=10）    1（10）   4（40）    2（20）   1（10）   2（20）  
 女児（n=22）    4（18）  11（50）    4（18）   2（  9）   2（  9）  
 全体（n=32）    5（16）  15（47）    6（19）   3（  9）   4（13）  
事物の擬人化  男児（n=57）    9（16）   6（11）   32（56）   7（12）   3（  5）  
 女児（n=108）    1（  1）   7（  7）   91（84）   7（  7）   2（  2）  
 全体（n=165）   10（  6）  13（  8）  123（75）  14（  9）   5（  3）  
なりきり遊び  男児（n=118）  106（90）   1（  1）    7（  6）   3（  3）   4（  3）  
 女児（n=123）   92（75）   3（  2）   31（25）   4（  3）   4（  3）  
 全体（n=241）  198（82）   4（  2）   38（16）   7（  3）   8（  3）  
注 1：複数回答のため出現度数の総数は必ずしも対象児の総数と一致しない。  
注 2：（ ）内の数値は各列の男児、女児、全体の人数を母数とした%を示す。  
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 IC 群（n=32）   NIC 群（n=270）  
 １人遊び  共同遊び  玩具   １人遊び  共同遊び  玩具  
想像的遊び  11（34）  19（59）  20（63）    97（36）  131（49）  138（51）  
非想像的遊び  21（66）  13（41）  12（38）   160（59）  123（46）  122（45）  
分類不能   0（  0）   0（  0）   0（  0）    13（  5）   16（  6）   10（  4）  
注：（ ）内の数値は%を示す。  
                                                          
16) Singer & Singer・前掲書 14）  
第６章 第１節 
















 IC 群（n=32）  NIC 群（n=270）  
子どもの質問  1.94（0.89）  1.71（1.02）  
親の魔術的説明  1.19（0.97）  0.83（0.97）  
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表９．空想の友達の有無別によるきょうだい数及び出生順位に関する各カテゴリーの人数  
 IC 群（n=32）  NIC 群（n=270）  
１人っ子   8（25）  41（15）  
長子  13（41）  94（35）  
中間子   3（  9）  37（14）  
末っ子   8（25）  96（36）  
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への懸念を表明する親の事例も報告されている3) 4)。また、Taylor & Carlson（2000）
による近年の研究では、宗教的信念を始めとする文化的文脈の違いもまた子どもの空
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担任を通じて質問紙を配布し、２週間後に回収した。その結果、91 名（男児 39 名、
女児 52 名）分のデータが回収され、回収率は 56.1％であった。各年齢の内訳は、２歳
児 10 名（男児５名、女児５名）、３歳児 18 名（男児７名、女児 11 名）、４歳児 24 名
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 男児（n=39） 女児（n=52） 合計（n=91） 
現在あり   2（  5）   5（10）   7（  8）  
過去あり   3（  8）   5（10）   8（  9）  
なし  34（87）  42（81）  76（84）  















 - 214 - 
表２．空想の友達の出現・消失時期に関する各カテゴリーの人数 
 １歳代  ２歳代  ３歳代  ４歳代  ５歳代  不明  
出現（n=15）  1（  7）  4（27）  7（47）  1（  7）  0（  0）  2（13）  
消失（n=8）  0（  0）  1（13）  3（38）  2（25）  1（13）  1（13）  
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表３．子どもの空想の友達に対する親の態度についての事例 













































































































































 3（ 3）  3（ 3） 
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表５．空想の友達の有無別による空想の友達に対する親の態度に関する各カテゴリーの人数 
  IC 群（n=15） NIC群（n=76） 
肯定・中間型 肯定→肯定 3（20）  4（ 5） 
 肯定→中間 1（ 7）  3（ 4） 
 中間→中間 1（ 7）  5（ 7） 
 中間→肯定 0（ 0）  3（ 4） 
 小 計 5（33） 15（20） 
変動型 肯定→否定 5（33） 14（18） 
 中間→否定 2（13） 13（17） 
 中間→無回答 0（ 0）  2（ 3） 
 否定→肯定 0（ 0）  2（ 3） 
 否定→その他 1（ 7）  1（ 1） 
 その他→その他 0（ 0）  1（ 1） 
 その他→否定 0（ 0）  2（ 3） 
 無回答→無回答 0（ 0）  7（ 9） 
 小 計 8（53） 41（54） 













 IC 群（n=15）  NIC 群（n=76）  
空想上の存在に対する子どもの信念  2.40（0.74）  2.16（1.33）  
空想上の存在に対する親の奨励  1.93（1.62）  1.39（1.21）  
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子どもの信念と親の奨励の各得点を従属変数として、空想の友達の有無を独立変数
として一元配置の分散分析を行った。その結果、子どもの信念と親の奨励ともに有意























































 0（ 0）  5（ 7） 
その他 上記のいずれにも該当しない場合。（例：「年齢によって回答を変える」）  0（ 0）  3（ 4） 
無回答   0（ 0）  2（ 3） 


















 1（ 7） 17（22） 
その他 上記のいずれにも該当しない場合。（例：「年齢によって回答を変える」）  1（ 7）  0（ 0） 
無回答   2（13）  4（ 5） 
注：（ ）内の数値は%を示す。
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空想の友達の有無との関連について検討するために、人工物と自然現象それぞれで、
２（空想の友達の有無）×３（科学的／魔術的・回避的／その他・無回答）のχ2 検定
を行った。その結果、いずれにおいても有意差は見られなかった（人工物 χ2(2)= 1.28, 










 IC 群（n=15）  NIC 群（n=76）  
子どもの質問  2.40（0.74）  2.16（1.33）  
親の魔術的説明  1.93（1.62）  1.39（1.21）  




術的説明ともに有意差は見られなかった（科学的説明 F(1, 89)=2.99, n.s.；魔術的説明
F(1, 89)=.39, n.s.）。このことから、空想の友達を持つことと、親の科学的／魔術的説明
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出現が認められたことを報告している 2)。また、Silvey & Mackeith（1988）は、調査
に協力した57名の成人や子どものうち74%が、７歳から12歳の間に「準宇宙」と呼ば
れる空想の王国や世界をきょうだいや友達同士で作り出した経験を持つことを報告
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おり 4)、麻生（1989、1991）の調査でも、同様の回答をした大学生の全てが、児童期
















倉敷市の小学校に通う小学校５、６年生 334 名（男子 171 名、女子 163 名）を対象
とした。内訳は、小学５年生 171 名（男子 84 名、女子 87 名）と小学６年生 163 名（男
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ィア接触）、④空想上の存在及び超常現象に対する信念に関して、以下の質問を行った。 
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 男児（n=171） 女児（n=163） 合計（n=334） 
現在あり   20（12）  24（15）  44（13）  
過去あり    6（  4）  11（  7）  17（  5）  
なし  145（85）  128（79）  273（82）  












は 11%（7 名）、児童期のみで消失した者の割合は 5%（3 名）であった。  
 
表２．空想の友達の出現・消失時期に関する各カテゴリーの人数 
 １～２歳代  ３～５歳代  ６～８歳代  ９～11 歳代  不明  
出現（n=61）  8（13）  19（31）  18（30）  13（21）  3（  5）  
消失（n=17）  2（12）  3（18）  7（41）  3（18）  2（12）  
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表３．空想の友達についての記述内容と各カテゴリーの人数 





































































































































 IC 群（n=61）  NIC 群（n=273）  
移行対象 あり  36（11）  91（27）  
なし  25（  8）   182（55）  
日記習慣 あり  31（51）   85（31）  
なし  30（49）  188（69）  





















（F(1,327)=10.11, p<.01）ことが示された。  
 
表５．空想の友達の所有別による各種行動傾向の平均値 
区分  質問項目  IC 群（n=61）  NIC 群（n=273）  
想像遊び  ごっこ遊びをすることが好き  2.65（1.57）  1.65（1.13）  
 誰かになりきって遊ぶことが好き  2.77（1.59）  1.71（1.14）  
 自分自身に向かって話をすることが好き  2.65（1.52）  1.66（1.09）  
 夜寝る前にあれこれと考えることが好き  3.53（1.58）  2.99（1.57）  
創作活動  本を読むことが好き  3.72（1.46）  3.63（1.37）  
 文章を書くことが好き  2.86（1.54）  2.49（1.35）  
 絵を描くことが好き  3.78（1.40）  3.44（1.49）  
 お話を作ることが好き  3.58（1.45）  2.77（1.50）  
孤独志向  一人で過ごすことが好き  3.48（1.50）  3.04（1.39）  
 家の中で過ごすことが好き  3.97（1.18）  3.75（1.25）  
現代メディア接触  テレビゲームをすることが好き  3.73（1.44）  3.86（1.33）  
 テレビアニメを見ることが好き  3.87（1.51）  4.03（1.26）  
 マンガを読むことが好き  3.97（1.51）  4.45（0.94）  

















 IC 群（n=61）  NIC 群（n=273）  
空想上の存在  1.13（1.28） 0.70（1.02） 
超常現象  2.25（1.39） 1.91（1.29） 
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